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論　　文　　の　　要　　旨

　本論文はキイロショウジョウバエ（〃o∫o助肋㈱Z舳o蟹耐θ7）の初期胚における核移動の様相を

指標として里胚における細胞骨格系の役割を解明することを’目的とした研究の成果を述べたもので

ある。この目的のために著者は初期胚における核移動が異常となる突然変異体を集め蓼これらの突

然変異体の核移動の速度や方向ラ胚の表層細胞質への核の侵入時期等を野生型と比較解析し。また

この突然変異胚において異常が検出される細胞骨格系の構成要素を検討し官さらに当該構成要素に

異常をもたらすような実験的手段を講じた胚では核移動の様相がどの様に変化するかを調べて細胞

骨格と核移動の関係を明らかにするという方法を採用した。

　先ず突然変異の表現型を厳密に明らかにすることから研究を開始した。胚における核移動の異常

は通常移動の遅滞として表れるが争著者はこれをタイムラップス1ビデオと組織学的方法を駆使し

て詳細に観察し事次の二っのタイプの突然変異を区別した。（・）全方位への移動が遅いもの（gs（1）N

26ヨgs（1）N44王ヨp鉗a1og）ヲ（b）前後方向への移動だけは正常なもの（1（3）c21RRw63。）。特にタイプ（・）

の突然変異については里核の動きを第一回の核分裂時から精細に測定し雪この遺伝子が突然変異を

起こすと分裂後の核を引き離す機構ラ及び一定の発生ステイジまでは核が表層細胞質に侵入するこ

とを阻止している機構が二っともに撹乱されることを明らかにした。この二つのタイプの突然変異

の影響は発生の極めて初期のみに現れヲ核が胚の表層に到達する時期（胞胚期）以後の胚発生は正

常に進行する。ところが、同じく細胞骨格系に影響を与える突然変異の第三のタイプとして里（・）胞
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胚期になってからの核分裂に異常が認められるもの（a岨ora，ear1yD）もあることを発見し雪細胞

骨格系が胚発生の時期により異なる機構によって制御される可能性を示唆した。

　次に害細胞骨格系構成要素事特に繊維状アクチン（F一アクチン）の胚内における分布の発生の

進行に伴う変化を蓼F一アクチンに特異的に結合する蛍光標識物質とヨ共焦点レーザー走査蛍光顕

微鏡とを使って、野生型と突然変異の両方で詳細に記載した。その結果菅胚には二種類のF一アク

チン系（中央系と表層系）があること，これらの構成は共に同じ遺伝子により支配されていること雪

さらに上記のタイプ（・）は全てF一アクチンの胚内における構成に異常があることを示した。またタ

イプ（b）はもう一つの細胞骨格構成成分である微小管系の異常であることを発見した。著者はさらにヲ

F一アクチンあるいは微小管の構築を阻害する薬物で胚を処理すると争それぞれの突然変異体の表

現型を模写することが出来ることを示し事突然変異体を利用して行った発見が正しいものであるこ

とを裏付けた。

　著者はさらにこれら突然変異を起こした遺伝子の染色体上の位置を決定し冒これらはこれまでに

報告されているどの細胞骨格構成成分の遺伝子の位置とも異なることを示した。またアクチンや

チュブリン（微小管を構成する蛋白質）は電気泳動法で解析する限り野生型と突然変異体との間で

質量ともに異ならないことなどを明らかにしヨ本研究で扱った突然変異はこれらの細胞骨格の構成

成分そのものの遺伝子ではなくヨごれらの蛋白質を細胞内で機能し得るように編成配置するために

必要な物質の遺伝子の異常であろうと推論した。

　以上の研究に基づき著者は曾ショウジョウバエの初期胚における核移動にF一アクチンと微小管

とが胚発生の極めて限定された期問だけ争特定の構築状態をとることが必要であること雪この構築

状態の詳細はこれから明らかにされなければならないが事その構築を行うためにはその隈定された

時期にのみ働く複数の遺伝子が必要であること害等を結論した。

審　　査　　の　　要　　旨

　細胞の機能における細胞骨格の重要性は広く知られラ深く研究されている。しかしながら、ショ

ウジョウバエに代表されるような事卵黄を多く含む卵を持つ動物の発生初期の胚における機能様式

については害従来用いられてきた電子顕微鏡技術里生化学的方法の適用が極めて困難であったため

に全く未知であった。著者は、これを克服するために遺伝学的方法を採用しヨさらに従来の細胞化

学的方法を胚に適用できるように改良してこの問題に切り込み曾従来知られていなかった細胞骨格

の機能調節遺伝子の存在を明らかにした。この研究は発生生物学のみならず細胞学の分野にも貢献

するものとして高く評価できる。さらに本論文は新知見の記述に加えて雪形態も大きさも種によっ

て極めて多様である昆虫の卵における核移動の調節様式を統一的に理解し里さらに核移動調節様式

の進化にまで言及するなどの論議が尽くされており穿学位論文として十分の内容を持っている。

　よって害著者は博士（理学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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